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２０１３年３月２８日 

組織変更・人事異動について 

（２０１３年４月１日付） 

１．新カンパニーの組織変更・人事異動 

①アプライアンス社の組織変更等 

（ 趣旨・内容 ） 

リソースの最適化によるアプライアンスＢｔｏＣ事業、および、ＢｔｏＢ・デバイス事業の加速を図るため、

新、｢アプライアンス社」を設立する。 

 

氏    名 新    職 現    職 

西原 直也 アプライアンス社 副社長 

ホームアプライアンス事業担当 

アプライアンス社 副社長 

ホームアプライアンス事業グループ長 

渕上 英
ひ で

巳
し

 アプライアンス社 

ランドリー・クリーナー事業部長 

パナソニック アプライアンス タイ(株)社長 

(兼)パナソニック アプライアンス 

Ｒ＆Ｄセンター タイ(株)社長

堂埜 茂 アプライアンス社 

キッチンアプライアンス事業部長 

アプライアンス社 

ホームアプライアンス事業グループ 

ビューティ・リビングビジネスユニット 

技術総括担当 

なお、前、ホームアプライアンス事業グループ キッチンアプライアンスビジネスユニット長 松井 典史

は、同社 常務 製造担当とする。 

 

岩井 利明 アプライアンス社 

スマートエネルギーシステム事業部長 

アプライアンス社 

スマートメータデバイス 

ビジネスユニット長

菊池 一郎 アプライアンス社 副社長 

海外事業担当 

(兼)海外マーケティング本部長 

アプライアンス社 副社長 

海外担当 

中村 恭世 アプライアンス社 

技術本部 

Ｒ＆Ｄサポートセンター所長 

アプライアンス社 

技術本部 

知的財産権センター所長 

なお、前、エアコン・コールドチェーン事業グループ エアコンビジネスユニット長 坂井 俊之 は、パナ

ソニック ノースアメリカ(株)副社長 企画担当とする。 

前、パナソニック ヘルスケア(株) 医療機器・システムビジネスユニット長 森本 恭史 は、パナソニッ

ク デンタル(株)社長 (兼)インキュベーションセンター デンタル事業担当とする。 

パナソニック ヘルスケア(株)取締役 医療ＩＴ・ライフサイエンス・薬事担当、前、バイオメディカビジネス

ユニット長 加藤 隆一 は、同社 メディカルシステムビジネスユニット長とする。 

前、パナソニック ヘルスケア(株) メディコムビジネスユニット長 小宮 宏之 は、同社メディカルシステ

ムビジネスユニット メディコム担当とする。 
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②エコソリューションズ社の組織変更等 

（ 趣旨・内容 ） 

住宅空間のお客様価値提案力の強化および創蓄エネマネ事業の加速を図るため、現、エコソリューシ

ョンズ社の事業領域をベースに、エナジー社のソーラービジネスユニットおよびスマートエナジービジネ

スユニット（中大容量蓄電池）の一部を統合し、新、｢エコソリューションズ社」を設立する。 

 

（下線部は、現職に加え、今回新たに任命された役職） 

氏    名 新    職 現    職 

竹川 禎信 エコソリューションズ社 常務 

全社技術担当 

(兼)技術本部長、デザイン担当、 

知的財産担当 

エコソリューションズ社 

全社技術副担当 

木村 規久男 エコソリューションズ社 常務 

全社製造担当 

(兼)ものづくり革新本部長、 

品質・環境推進担当、 

全社総合安全管理者 

エコソリューションズ社 

全社製造副担当、 

全社総合安全管理者 

山田 昌司 エコソリューションズ社 常務 

ハウジングシステム事業部長 

エコソリューションズ社 

ハウジングシステム事業グループ 

内装システムビジネスユニット長 

なお、前、ライティング事業グループ長付 事業革新・まるごとソリューションズ推進担当 (兼)施設・店

舗照明ビジネスユニット長 道浦 正治 は、ライティング事業部 施設・店舗照明ビジネスユニット長

(兼)パナソニック ライティングシステムズ(株)社長とする。 

前、ハウジングシステム事業グループ 水廻りシステムビジネスユニット長 和田 晋平 は、事業開発

センター 新事業企画グループ リフォーム事業推進統括とする。 

前、ハウジングシステム事業グループ 外廻りシステムビジネスユニット長 小早川 益律 は、ハウジ

ングシステム事業部 水廻りシステムビジネスユニット長とする。 

パナソニック エコシステムズ(株)常務取締役、前、健康空質ビジネスユニット長 林 勝成 は、同社  

ＩＡＱビジネスユニット長とする。 

パナソニック エコシステムズ(株)取締役、前、環境空質ビジネスユニット長 前田 潔 は、同社 海外

営業担当、パナソニック エコソリューションズ香港(株)社長 (兼)当社 エコソリューションズ社 グロー

バルマーケティング本部 副本部長とする。 

 

大瀧 清 

 

アンカーエレクトリカルズ(株)社長 アンカーエレクトリカルズ(株)取締役 

なお、前、同社 会長・社長 古谷 治正 は、当社 Ｒ＆Ｄ本部 戦略担当とする。 
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③ＡＶＣネットワークス社の組織変更等 

（ 趣旨・内容 ） 

ＡＶＣ関連技術・商品のＢｔｏＢへの出口拡大を図るため、現、ＡＶＣネットワークス社とシステムコミュニ

ケーションズ社の事業領域を担当するカンパニーとして、新、｢ＡＶＣネットワークス社」を設立する。 

 

氏    名 新    職 現    職 

塩月 八重三 ＡＶＣネットワークス社 

オートモーティブ開発センター所長 

パナソニック ノースアメリカ(株) 

パナソニックＡＳアメリカ社 副社長 

辰己 能久 ＡＶＣネットワークス社 

海外コンシューマーマーケティング 

センター所長

グローバルコンシューマー 

 マーケティング部門

ＡＶＣマーケティング本部 

テレビグループマネージャー 

中村 和彦 ＡＶＣネットワークス社 

ＡＶネットワーク事業部長 

ＡＶＣネットワークス社 

ＡＶネットワーク事業グループ 

スマートＡＶビジネスユニット長 

宮城 邦彦 ＡＶＣネットワークス社 

イメージング事業部長 

ＡＶＣネットワークス社 

イメージング事業グループ 

プロフェッショナルＡＶ 

ビジネスユニット長

川島 孝一 ＡＶＣネットワークス社 

ビジュアルシステム事業部長 

ＡＶＣネットワークス社 

ビジネスソリューション事業グループ 

プロジェクタービジネスユニット長 

なお、前、同社 副社長 ＡＶネットワーク事業グループ長 (兼)次世代プラットフォーム開発センター所

長 杉田 卓也 は、同社 新規事業担当 (兼)次世代プラットフォーム開発センター所長とする。 

前、ディスプレイデバイス事業グループ プロフェッショナルディスプレイビジネスユニット長 藤岡 雅人

は、ビジュアルシステム事業部 プロフェッショナルディスプレイ事業総括担当とする。 

前、イメージング事業グループ イメージングネットワークⅡビジネスユニット長 沢田 宜明は、イメー

ジング事業部 ムービー事業総括担当 (兼)商品開発担当とする。 

前、ビジネスソリューション事業グループ ＳＴＢネットワークビジネスユニット長 安藤 誠 は、ＡＶネット

ワーク事業部 ＳＴＢ事業総括担当とする。 

前、パナソニック システムネットワークス(株) モビリティビジネスユニット長 平林 宏英 は、同社 ター

ミナルシステムビジネスユニット長とする。 

前、パナソニック モバイルコミュニケーションズ(株) モバイルターミナルビジネスユニット長 田中 靖

也 は、同社 事業総括とする。 

前、パナソニック モバイルコミュニケーションズ(株) ネットワークスビジネスユニット長 春名 正道

は、パナソニック システムネットワークス(株) インフラシステム事業部 ネットワークスビジネスユニット

長とする。 
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④オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社の組織変更等 

（ 趣旨・内容 ） 

オートモーティブ関連分野および産業関連分野のリソース集約による事業強化を図るため、現、オート

モーティブシステムズ社、デバイス社、エナジー社、およびマニュファクチャリングソリューションズ社の

事業領域を担当するカンパニーとして、｢オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社」を設立す

る。 

 

氏    名 新    職 現    職 

久保 実 オートモーティブ＆インダストリアル 

システムズ社 常務

技術本部長 

(兼)グリーンイノベーション開発 

センター所長

デバイス社 

技監 

生駒 宗久 オートモーティブ＆インダストリアル 

システムズ社

技術本部 

主席技監 

(兼)エナジー開発センター所長 

エナジー社 副社長 

技術担当、乾電池・マイクロ電池・ 

ニッケル水素電池・ 

鉛蓄電池事業担当、環境・施設担当 

(兼)三洋電機(株) 

エナジー社 

技術本部長 

御堂 勇治 オートモーティブ＆インダストリアル 

システムズ社

技術本部 

エコマテリアル開発センター所長 

デバイス社 

技術本部長 

中屋 聡 オートモーティブ＆インダストリアル 

システムズ社

新規事業本部 

オートモーティブ事業開発センター所長

オートモーティブシステムズ社 

事業開発センター所長 

(兼)電装品ビジネスユニット長 

島田 伊
い

三男
さ お

 オートモーティブ＆インダストリアル 

システムズ社

新規事業本部 

インダストリアル事業開発センター所長

デバイス社 

新規事業創出本部 

 

上原 宏敏 オートモーティブ＆インダストリアル 

システムズ社

インフォテインメント事業部長 

オートモーティブシステムズ社 常務 

ＣＴＯ 

(兼)技術統括センター所長 

(兼)グローバル基盤技術開発 

センター所長

田村 憲司 オートモーティブ＆インダストリアル 

システムズ社

電装システム事業部長 

オートモーティブシステムズ社 専務 

調達担当、ｅコックピット事業担当、 

日系マルチメディア事業担当 

(兼)マルチメディア１ビジネスユニット長 
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氏    名 新    職 現    職 

中堀 真介 三洋電機(株)執行役員 

小型二次電池事業部長 

三洋電機(株)執行役員 

エナジー社 

小型二次電池事業グループ 

イオン電池ビジネスユニット長 

尾本 勝彦 オートモーティブ＆インダストリアル 

システムズ社 副社長

マニュファクチャリング事業担当 

(兼)パナソニック ファクトリー 

ソリューションズ(株)社長

マニュファクチャリング 

ソリューションズ社 社長

(兼)パナソニック ファクトリー 

ソリューションズ(株)社長

なお、前、オートモーティブシステムズ社 常務 ＣＭＯ (兼)グローバル生産革新センター所長 井上

博之 は、オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社 インフォテインメント事業部 モノづくり担

当 (兼)グローバル生産革新センター所長とする。 

前、オートモーティブシステムズ社 常務 市販・用品事業担当 (兼)マルチメディア３ビジネスユニット

長 木村 真人 は、オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社 インフォテインメント事業部 市

販・用品担当 (兼)市販・用品ディビジョン長とする。 

前、デバイス社 常務 新規事業創出本部長 坂本 真治 は、オートモーティブ＆インダストリアルシス

テムズ社 常務 企画センター所長とする。 

前、デバイス社 生産技術本部長 北川 智一 は、オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社

生産技術センター所長とする。 

三洋電機(株)執行役員、前、当社 エナジー社 副社長 (兼)三洋電機(株) エナジー社 ソーラービジネ

スユニット長 (兼)滋賀地区・貝塚地区代表役員 吉田 和弘 は、当社 エコソリューションズ社 エナジ

ーシステム事業部 ソーラービジネスユニット長とする。 

三洋電機(株)執行役員、前、当社 エナジー社 常務 三洋電機(株) エナジー社 小型二次電池事業

グループ長 (兼)グローバル営業本部長 (兼)淡路地区・徳島地区代表役員 後藤 勝城 は、サンヨ

ー・ノースアメリカ・コーポレーション 副社長とする。 

三洋電機(株)執行役員、前、同社 エナジー社 スマートエナジービジネスユニット長 寺嶋 文敏 は、

当社 エコソリューションズ社 エナジーシステム事業部 新事業推進センター スマートエナジー事業

推進グループマネージャー (兼)三洋電機(株) エコソリューションズ部門 スマートエナジー事業推進

部長とする。 
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２．コンシューマー事業の再編等 

①コンシューマー事業の再編 

（ 趣旨・内容 ） 

４カンパニー体制のもと、事業部基軸の経営に移行していくなか、事業と地域（日本を含む地域マーケ

ティング会社と各国販売会社）をより直結し、市場特性を反映した商品開発や技術開発・商品知識のス

ピーディな共有化、さらには地域や国ごとの実態に即したマーケティング活動を実践し、販売の最前線

を活性化させるため、グローバルコンシューマー マーケティング部門は、各機能をカンパニー・地域へ

移管し、発展的に解消する。 

 

②国内コンシューマー販売会社・サービス会社の組織変更等 

（ 趣旨・内容 ） 

日本地域における構造改革の一環として、販売・サービスを一元化、ソリューション事業の拡大による

利益の向上、およびオペレーションコストの削減を図るため、パナソニック コンシューマーマーケティン

グ(株)、パナソニック テクニカルサービス(株)、パナソニック パーツサプライ(株)の３社を合併し、統合

会社となるパナソニック コンシューマーマーケティング(株)傘下にエンジニアリング事業を担当する「Ｓ

Ｅ社」、および修理・部品事業を担当する「ＣＳ社」を新設する。 

  

氏    名 新    職 現    職 

河野 明 パナソニック コンシューマー 

マーケティング(株)

ＳＥ社 社長 

パナソニック コンシューマー 

マーケティング(株)

ＬＥ首都圏社 社長 

二宮 一正 パナソニック コンシューマー 

マーケティング(株)

ＣＳ社 社長 

パナソニック テクニカルサービス(株)社長 

 

 

３．節電本部の解消等 

（ 趣旨・内容 ） 

①節電本部の解消 

２０１１年７月の設立以降、東日本大震災を契機とした不安定な電力状況に対する全社横断による一

元的・効率的な対策および省エネ体質の強化を加速し、当初の目論見を達成したことから、今後は課

題に応じて適切な部門が主体的に運営・推進を行うこととし、組織を発展的に解消する。 

 

これにより、モノづくり本部 副本部長 環境・品質担当 環境・品質センター長 (兼)安全・品質統括グル

ープマネージャー、解析センター担当、ＦＦ市場対策本部担当 稲垣 道世の節電本部長兼務を解く。 

常務取締役 人事・総務・保信担当、施設管財担当、人事・総務本部長 中川 能亨 の節電本部 副本

部長委嘱を解く。 

常務役員 生産革新担当、品質担当、ＦＦ市場対策担当、環境担当、調達担当、物流担当、モータ事業

管理室担当、モノづくり本部長 野村 剛の節電本部 副本部長委嘱を解く。 
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②ソリューション担当役員室の解消 

４カンパニーへの再編に伴い、従来の「ソリューション担当役員室」を発展的に解消する。なお、前室長 

宮田 淳志は、エコソリューションズ社 事業開発センター長とする 

 

③コーポレート情報システム社傘下の組織の名称変更 

コーポレート情報システム社傘下のシステムソリューションビジネスユニットを「システムソリューション

センター」に名称変更する。 

 

④プロキュアメント社傘下の組織の名称変更 

プロキュアメント社傘下の原材料調達ビジネスユニットと部材調達ビジネスユニットを「原材料調達セン

ター」と「部材調達センター」にそれぞれ名称変更する。 

 

⑤システムＬＳＩビジネスユニットの名称変更 

システムＬＳＩビジネスユニットを「システムＬＳＩ事業部」に名称変更する。 

 

 

４．Ｒ＆Ｄ本部 デバイスソリューションセンター所長等の任命について 

 （下線部は、現職に加え、今回新たに任命された役職） 

氏    名 新    職 現    職 

上田 大助 Ｒ＆Ｄ本部 

先端技術研究所長 

(兼)デバイスソリューションセンター所長 

Ｒ＆Ｄ本部 

先端技術研究所長 

Michael
マ イ ケ ル

  

Moskowitz
モ ス コ ウ ィ ッ ツ

 

パナソニック カナダ(株)社長 パナソニック カナダ(株)副社長 

品田 正弘 パナソニック ブラジル(有) 

パナソニック マーケティング 

 ブラジル社 社長

パナソニック ブラジル(有) 

パナソニック マーケティング ブラジル社

なお、前社長 吉田 博一 は、ＡＶＣネットワークス社 海外コンシューマーマーケティングセンター コミ

ュニケーショングループマネージャーとする。 

 

Andrew
ア ン ド リ ュ ー

 

Denham
デ ナ ム

 

パナソニック マーケティング ヨーロッパ(有)

パナソニック イギリス 社長 

パナソニック マーケティング ヨーロッパ(有)

パナソニック コンシューマー 

マーケティング ヨーロッパ

ダイレクター 

北川 潤一郎 パナソニック アジアパシフィック(株) 

パナソニック コンシューマー マーケティング

 アジアパシフィック社 社長

グローバルコンシューマー 

 マーケティング部門

ＡＶＣマーケティング本部 

副本部長 
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氏    名 新    職 現    職 

菅 広美 パナソニック・ゴーベル インドネシア(株)社長 パナソニック アジアパシフィック(株) 

パナソニック コンシューマー マーケティング

 アジアパシフィック社 社長

これにより、パナソニック マニュファクチャリング インドネシア(株)社長 菅沼 一郎 のパナソニック・ゴ

ーベル インドネシア(株)社長兼務を解く。 

 

松永 陽介 パナソニック マレーシア(株)社長 パナソニック マーケティング ヨーロッパ(有)

パナソニック ドイツ 

Manish
マ ニ ッ シ ュ

 

Sharma
シ ャ ル マ

 

パナソニック インド(株) 

パナソニック マーケティング 

 インド社 社長

パナソニック インド(株) 

パナソニック マーケティング 

 インド社 副社長

これにより、パナソニック インド(株)社長 伊東 大三 のパナソニック マーケティング インド社 社長

兼務を解く。 

 

以    上  


